
特許出願中

新設計

NAV-ODC4
ゴミ噛み防止型

水道給水用ポリエチレン管（青ポリ）の設備配管に最適！

吸排気弁

  ゴミ噛みによる
トラブル大幅に解消

特長

停電・断水などで給水
圧力が低下、立管内が
負圧になると、大空気
孔が開き多量吸気。住
戸から立管への吸い込
み逆流を抑制します。

急速吸気時

給水立管に給水開始
時、吸排気弁の小空気
孔から緩やかに排気。
弁室内に水面が到達
するとフロートが浮
き、小空気孔が閉じ、水
面上昇は図の位置で
止まります。

充水時（弁閉止時）

空気が溜まってくると
フロートが下がり、シャ
フトにつながった弁体
が傾いて、小空気孔か
ら自動的に空気を排出
します。

自動空気抜き時（排気時）

1フロート室から小空気孔弁座部を隔離、
ゴミ噛みしにくく不要な排水低減。

2給水立管への充水時は小空気孔のみから排気、
水撃が起こらない。

3吸気性能が向上。
　整流ネットで虫等の給水立管内への吸い込み防止。 
（サイズ25、20×25のみ）

4外部排水カバーが回転し、配管時に
排水配管の位置合わせが容易。

機能

作動原理

●急速多量吸気
●自動空気抜き
●充水時の急激な水位上昇防止

整流ネット
（サイズ25、20×25のみ）外部排水

カバー

フロート
小空気孔弁座部

大空気孔ばね

ごみ噛み試験の動画を
ご覧いただけます
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吸気量（Ｌ/min）

給水立管口径ごとの必要吸気量
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（mm）

必要吸気量（L/min） 吸排気弁の吸気量（L/min）
サイズ

20 20×25 25×2025
※1 規定事業体及び
都市再生機構の基準 東京都の基準
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複数ご使用ください
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・吸気量は弁差圧2.9kPa時の値です。
・各水道事業体の基準を確認し従ってください。
※1 必要吸気量規定のある水道事業体。
 札幌市、横浜市、新潟市、名古屋市、京都市、堺市。
※2 名古屋市の基準。堺市930L/min

※注：口径の２倍以上（都市再生機構は60mm以上）

ラインナップ

吸気特性グラフ

設置例

■認証機関：公益社団法人
 日本水道協会 品質認証センター
■適合性能：耐圧・浸出・耐久
■認証番号：E-471

■使用流体：水道水（常温）
■使用圧力：0.05 ～1.0MPa
■耐　　圧 ：1.75MPa以下

仕様

認証
登録

NAV-ODC4

サイズ

重量

高さ

整流ネット

20

1.3kg

136mm

なし

20×25

1.4kg

144ｍｍ

あり

25

1.4kg

145ｍｍ

あり

25×20

1.3kg

137ｍｍ

なし

ホッパー
設置の
注意事項

★建物への浸水被害を防ぐため下記にご注意下さい。
排水量が少なくても飛散する場合がありますので、できるだけ大きな口径のホッパーを選択し
て下さい。（参考実験により吐水口の中心からφ２００程度まで飛散することを確認しています。）
また、吐水口とホッパーの中心をしっかり合わせるように設置して下さい。

注 意

■立管内部を十分洗浄してから、
　吸排気弁を取付けてください。
■維持管理が必要な器具ですので、
　手が届き、かつ十分なメンテナンス
　スペースを確保してください。
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